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　世界中の婦人科腫瘍専門医が注目していた LACC trial の結果が 2018 年 11 月に Minimally Invasive 
versus Abdominal Radical Hysterectomy for Cervical Cancer. N Engl J Med 379（20）: 1895-1904, 
2018 に掲載された．タイムリーに本誌の文献抄録に紹介したかったが，10 月が締め切りであったため間
に合わなかった．これは子宮頸癌に対する低侵襲広汎子宮全摘出術（腹腔鏡，ロボット）の予後，合併
症，QOL などを，それまでの標準術式である開腹広汎子宮全摘出術と比較したランダム化試験である．
子宮頸癌に対する低侵襲広汎子宮全摘出術が，従来の開腹術に比べ再発・死亡のリスクを上げるという結
果であった．日本はこの試験に参加していなかった．予後が悪かった原因として，腟カフの作製の有無や
術者や施設の違いもあるのかもしれないが，今後の日本の子宮頸癌に対する広汎子宮全摘出術を考えさせ
られる試験となった．しかし，日本は放射線治療ではなく手術にこだわってきた歴史もあり，広汎子宮全
摘出術の術式は諸外国と異なり，radicality も高い．今回の結果は非常に重要ではあるが，日本からの情
報発信を続ける必要がある．
　2 年前に日本内視鏡外科学会雑誌の編集委員にさせていただいた．2 か月に 1 回医学書院に編集委員全
員が集まって編集会議を開催していた．審査論文は紙ベースであったものが，PDF ファイルとなり，遠
方の先生方はテレビ会議で参加と変化した．また，本号から完全オンライン化され，全論文カラーで掲載
されることになった．雑誌が送られてくるとパラパラ眺め，気になった論文はその場で読むようにしてい
たので，冊子としての形態がなくなってしまうのは寂しさもある．しかし，コスト削減，事務局の業務軽
減，保管スペースの確保などからもよい点が多い．今後は電子版になりますが，皆様により一層有意義な
内容を届けられるように努力してまいります．そのためにも多くの論文投稿をお願い申し上げます．

（寺尾泰久）
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第 24 巻 2 号
『投稿論文特集』

●症例報告
Upside-down stomach を呈する食道裂孔ヘルニアを合併した胃癌に対し腹腔

鏡下噴門側胃切除，裂孔縫縮術を施行した 1例 � 常城宇生・他　徳島赤十字病院外科
細径鉗子を併用し腹腔鏡下に切除しえた腹腔神経叢由来神経鞘腫の 1例 � 坂本純一・他　北里大学外科
胸腔鏡下食道切除後の胃管気管瘻に対する胸腔鏡下気管瘻閉鎖術 � 松藤祥平・他　佐賀大学医学部一般・消化器外科
絞扼性腸閉塞との鑑別を要し単孔式審査腹腔鏡が有用であった小腸アニサキス 

症の 1例 平田啓一郎・他　なにわ生野病院外科
早期十二指腸癌に対して腹腔鏡補助下内視鏡的粘膜剥離術を行った 2症例 � 藤田正太・他　仙台厚生病院消化器外科
腹腔鏡下で診断，根治術を行った横行結腸間膜裂孔ヘルニアの 1例 河田直海・他　松山市民病院外科
肝挙上により術後肝梗塞をきたした腹腔鏡補助下幽門側胃 

切除の 1例 江原　玄・他　新松戸中央総合病院消化器病センター外科
インドシアニングリーン併用赤外光観察システムにより胸腔鏡下分画肺切除を行っ

た肺葉内肺分画症の 1例 加藤雅人・他　ひらまつ病院外科

他，数編の掲載を予定．但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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